
学校図書館、ＩＣＴ機器活用による情報活用能力の育成
～基礎的・汎用的能力を育むアクティブ・ラーニング～

令和３年６月２日
前・荒川区立第三中学校校長
現・荒川区学校図書館支援室

清水隆彦



各教科 道徳総合的な学習の時間 特別活動

体験活動を中心としたキャリア教育

【勤労観、職業観の育成】
・職場体験・職場訪問・職業調べ
校内ハローワーク、おもしろ探求授業
等で外部人材を活用。キャリアコンサ
ルタント、キャリア教育コーディネー
ターによる支援

全教育活動でキャリア教育の実践が必要という教育方針

柱１

社会で求められる能力の気づき

柱２

【教科指導でのキャリア教育】
・各教科指導の中でこそ、社会人とし
て求められる能力を育成する
（対話型授業・言語能力の育成・ICT機器活用
型授業、学校図書館活用型授業、外部人材活
用型授業、基礎的・汎用的能力を育成するアク
ティブラーニング・・・等）

各教科領域で進めるキャリア教育

・社会人になったとき求められる資質・能力を身につける教育

・【基礎的・汎用的能力の４つの能力】

①人間関係形成・社会形成能力 ②自己理解・自己管理能力

③課題対応能力 ④キャリアプランニング能力

キャリア教育推進の２本柱（重心をどこに置くのか）

社会で求められる能力の育成



・社会人になったとき求められる資質・能力を身につける教育

・【基礎的・汎用的能力の４つの能力】

①人間関係形成・社会形成能力 ②自己理解・自己管理能力

③課題対応能力 ④キャリアプランニング能力

【２１世紀型スキル】（基本的な考え方）

従来の知識詰め込み型教育、指導教員が知識や考え方を教え
たり、伝えたりすることに主眼が置かれていた。

↓

・コミュニケーション能力 ・問題解決能力 ・言語能力の育成
・協働で作業する能力 ・ＩＣＴを活用する能力

・社会で求める能力と学校教育での学びの隔たり
・変わる大学入試制度、高校入試制度と向き合う

『大きく変化するグローバル社会を生き抜く人材の育成』
（１）キャリア教育のねらいを意識し、教育活動全体を見直す



【基礎力】

言語スキル

数量スキル

情報スキル

【 】

問題解決力、問題発見力

創造力、論理的・批判的思考力

メタ認知、適応的学習力

【実践力】

自律的活動力

人間関係形成力

社会参画力

持続可能な未来へ
の責任

「２１世紀型能力」の育成

「社会の変化に対応する資質や能力を育成する教育課程編成の基本原理」

平成２５年３月 国立教育政策研究所

「現学習指導要領に向けて」

思考力



平成２６年度第３期（３年）
Ｈ25･26･27

小中一貫教育研究



１．荒川区の学校図書館施策

学校図書館書籍入れ替え開始（蔵書率１００％）

平成１７年度

学校司書配置（週２日）

平成１９・２０年

平成２１年～

学校司書全日配置（週５日常勤）

平成１８年度

荒川区「学校図書館活性化計画」の策定・２月

※教職員全員で選書・・・自分で選べば授業で使える

※読み聞かせ活動開始

※コラボ授業開始（全教科）

※学校図書館授業開始（全教科）

第三中学校の動き

平成２７年～

学校図書館活用授業コラボ授業、年間２３０回以上実施

※平成１４年より朝読書開始

（第三中学校へ１回目の着任）

（第三中学校へ２回目の着任）



②平成１８年度から、荒川区「学校図書館活性化計画」
の策定による重大施策を積極的に導入

２．校長として「学校図書館」を学習センター化・情報セ
ンター化へ位置づけていった動機、思い

④施設稼働率を上げるという学校経営の視点

（施設予算の有効活用）･･･学校図書館、多目的室、フ
リースペース･･･等

①全教育活動でキャリア教育を推進するという学校経
営方針で目指した能力の育成

（情報収集力・分析力・活用力を養う学校図書館活用）

③言語能力の育成（新学習指導要領）と学校図書館活
用



学校の教育活動全般を支える学校図書館

読書センター

豊富な図書・知識・資料・・情報を所蔵

学習センター 情報センター

【学校経営方針】

学校図書館を学習センター・情報センター化し、言語能力

の育成を図る学校（活用促進を明示した）

【２１世紀型能力育成の視野】

論理的・批判的思考力･･･等、 ２１世紀型能力の育成を加

速させるには学校図書館の活用が不可欠である。

３．（柱２の教科・領域で推進するキャリア教育）
教科・領域で行う社会で求められる能力の育成

校長は学校図書館長 司書教諭・学校司書による支援



４．令和元年度の学校経営 重点項目（具体策）
③ 学校図書館の学習センター化、情報センター化

を飛躍的に進める。学校図書館活用授業、ブック
トーク、コラボ授業の利用拡大を図る。
全学年フロアに新聞講読の場を設置する。

５．重点項目を踏まえた数値目標（令和元年度）
② 図書館利用生徒数を年間累積16,000人以上

貸し出し冊数を累積8,000冊以上、図書館開館日
を年間245日以上を目指す。学校司書とのコラボ
授業を年間300時間以上を目指す。

重点項目を踏まえた数値目標を設定し、検証する

４．校長（学校図書館長）の学校図書館活用への強い働きかけ
学校図書館活用を学校経営方針に位置づける



①１５年目を迎えた朝読書

・学級文庫を図書委員会が
管理・月ごとの書籍取替え

（8:20～8:35）

本をそろえただけでは生徒は学校図書館に集まらない

５．学校図書館を中心とした教育環境の構築（平成１８年度～）



平成１８年度から学校経営方針で全教科での学校図書館授業実施を促す

保健体育科の授業 国語科の授業（辞書引きコンテスト）

理科の調べ学習

６．学校図書館学習・情報センター化 （平成18年度～）



平成２１年度～現在
学校図書館を活用したコラボレーション授業を全教科で開始

各教科で様々な書籍を活用することで情報活用能力を育成する

令和元年度 学校図書館活用授業コラボ授業、年間500 回以上実施

学校司書とのコラボ授業（社会） 理科のコラボ授業

① 授業改善の要素：学校図書館学習・情報センター化

活字を読み込むことで情報を収集し、分析し、総合的に思考する



ファイルコーナー ↓

新聞コーナー →

荒川区郷土資料 ↓② 学校図書館の情報センター化

学校図書館はキャリア教育の拠点

・調べ学習の充実
・学校図書館活用授業



新聞記事と関
連本を表示

コラボ授業で
活用した書籍
を展示

タブレットPCを
40台常設する
学校図書館

③ 毎月のテーマごとに本の展示、レイアウトを変える学校図書館



「学校図書館賞の受賞内容」

①学校行事・学校図書館行事（図書委員会）

②学校図書館小中交流授業（読み聞かせ・・・等）

③学校図書館関連活動（オリエンテーション・・・等）

④学校図書館保護者ボランティア活動による開館日数増加

⑤学校司書の活躍（コラボ授業、教員用図書館便り、ブックトー
ク・・・等）

「学校図書館を教育の中心へ」
～インフォメーションパワーが保護者・教員・生徒を動かす～

第三中学校の取り組み

④ 平成２２年度 普通の中学校
が学校図書館賞を受賞

（全国小中学校で１校）



平成23年1月12日
読売新聞より

【キャリア教育の視点で
学校図書館改革】

・学校図書館学習センター化
・情報センター化

【社会人として必要な能力】
①情報収集力・分析力を

養う学校図書館活用
②言語能力の育成
③クリティカルリーディング

２１世紀型能力にある論理的・
批判的思考力･･･等の育成には
学校図書館の活用が不可欠



学校経営方針「キャリア教育の視点で教育活動全体を見直す」
①タブレットPCの導入を学校教育の中でどのように捉えたのか。
②ICT機器導入は、そのことだけを重視して対応するのではなく、

学校図書館の学習・情報センター化、議論型授業の導入、アク
ティブ・ラーニング･･･等を同時進行で考えることとした。

③新学習指導要領で求められる「主体的・対話的で深い学び」を
具現化するために、何故、ICT機器が導入され、どのような実
践が求められているかを研究した。

【２】荒川区では平成２６年度、一人一台のタブレットPC配置が完了



家庭科：裁縫の動画を
繰り返し見て確認

音楽：タブレットPCと書

籍を併用した伝統舞台
芸能の調べ学習

国語：意見の多い単語は
大きな円で表示される

①第三中学校のタブレットPC：普段使いで行う授業改善

グループ内で理由を確
認しながら議論が進む

縫い方を動画撮影し、
正しい手順かを話し合う



全教科でタブレットＰＣを活用し、授業改善を行う

保健体育：跳び箱指導で動
画を記録し全員で課題を協
議、課題対応能力の育成

技術科：のこぎりで木
を切る動画を撮影、動
画を見て技術を習得

音楽：合唱授業に活用

特活：新聞作成に活用

話し合い活動により課題解決能力、コミュニケーション能力
を育成する

理科：動画により自転・
公転をしくみを学ぶ



② ＩＣＴ機器を活用した授業の在り方､陥りやすい課題

①ノートをとらずに聞いただけの知識は、

次の情報が提示されると忘れてしまう

一見するとＩＣＴ機器を活用した授業は良い授業に思える

【授業の特徴】・ノートをとらない・生徒に与える情報が多い

②ＩＣＴを使った教師の自己満足と、生徒はマルチメディアを駆使
した情報を見て分かった気になるだけの授業になりがち

「残す情報」と「見せる情報」を使い分ける授業の設計

ではどうしたら良いのか？

アナログの情報（黒板、配布資料･･･等）、デジタルの情報（ＩＣＴ

を活用した見せる情報）を融合した授業の実践



タブレットPC一人１台配置によるＩＣＴ
活用による情報を生かす授業改善

学校図書館の書籍による活字を
読み込む授業改善

【３】 ICT機器と学校図書館活用の両立で育てたい能力

情報活用能力の育成



実践事例：学校図書館で行う社会科調べ学習
（何の能力を育成するのかを意識化）

｢静｣のタブレット班 ｢動｣の書籍班

多様な調べ学習でプロセスの違いを学ぶ
⇒能動的な学び⇒教科理解⇒学力向上
⇒社会で通用する能力の取得



タブレットＰＣと書籍を併用し遺伝子について
論文作成を行う理科授業（多様化する学習方法）

ICT機器情報と書籍の併用事例



今後、社会において求められる能力

「″答えのない課題″に

最善解を導くことができる能力」

「分野横断的な幅広い知識・俯瞰力」

などの能力が一層求められる

・社会の激しい変化の中でも何が重要かを主体的に判断できる

こと。

・多様な人々と協働していくことができること。

・新たな価値を創造していくとともに新たな問題の発見・解決に

つなげていくこと。

参考：学習指導要領改訂における３つの視点

思考力・判断力・表現力

主体性・多様性・協働性



そこで、授業の学習過程を考える

【教師主導の

授業の流れ】

導入

↓

展開

↓

まとめ

【生徒の知識習得の段階】

知識欲求（個別学習、書籍・活字・

ＩＣＴ機器活用による学習支援）

↓

知識獲得（グループ学習、協議型

授業、ICT機器・書籍のデータを活
用活用した議論、他者の意見共有）

↓

知識深化（一斉指導・振り返り）

一方的に教師から知識を与えられる受動的な学び

↓

グループ学習、課題解決学習、ＩＣＴ活用による

情報収集の多様化する能動的な学びへ アクティブ・ラーニング



Ａ 協働的問題解決能力の視点（協議型・議論型授業）

授業の中に対話を通して問題を解決したり、知識を創造したりしていくような

グループワークを取り入れ、対話型理科実験、対話型社会科授業・・・等で対

話に基づく授業の在り方を探る。
Ｂ ＩＣＴ機器活用授業の視点（電子黒板・タブレットＰＣ活用）

これまでの実践を基に電子教科書を活用しつつ、生徒の深い学び、対話的な

学び、主体的な学びを引き出す授業改善に取り組み、ＩＣＴ機器活用、タブレッ

トの活用による生徒主体の授業改善を行う。
Ｃ 学校図書館活用授業視点（学校図書館、書籍活用授業）

学校図書館の活用を更に進め、コラボレーション授業（図書館司書と教科担
任の協働授業）を実践する中で、中学校における「調べ学習」を中心とした学
校図書館活用授業の在り方を探る。

Ｄ 外部人材活用授業の視点（教科、キャリア専門家）

外部人材と一緒に授業教材を作成する等、さらに学びを深めたくなるような学

ぶ意欲を高める外部人材活用授業を研究し適切な協働授業の在り方を探る。

【授業改善の具体策】・・・平成２８～令和元年度、荒川区教育委員会研究指定校

「基礎的･汎用的能力を育むアクティブラーニングの在り方」
（21世紀型能力の育成を目指して）



【２】 キャリア教育の基礎的・汎用的能力の４能力と

４要素（指導案に示すマトリックス表）

グループ
要素

基礎的
・汎用的能力

Ａ
協働的問題
解決能力視点
（協議型・議論

型授業）

Ｂ
ＩＣＴ機器活用
授業視点
（電子黒板・タブ

レットPC活用）

Ｃ
学校図書館
活用授業視点
（学校図書館・
書籍活用授業）

Ｄ
外部人材活
用授業視点
（教科、キャリア

専門家）

ア:人間関係形成

・社会形成能力
Ａ－ア Ｂ－ア Ｃ－ア Ｄ－ア

イ：自己理解

・自己管理能力
Ａ－イ Ｂ－イ Ｃ－イ Ｄ－イ

ウ：課題対応

能力
Ａ－ウ Ｂ－ウ Ｃ－ウ Ｄ－ウ

エ：キャリア

プランニング能力
Ａ－エ Ｂ－エ Ｃ－エ Ｄ－エ

横軸【要素】
４つの柱となる要素を位置づける

縦軸【キャリア教育】
基礎的・汎用的能力４能力を位置づける



全ての指導案に
マトリックスを貼り
付け、授業でいか
に能動的・自主的
な学びを組み入れ
らるかを研究

アクティブラーニ
ングにより、基礎
的・汎用的能力の
育成を図っていく。
社会人に求めら
れる力こそ教科授
業の中で育成す
る

平成２８年度
指導案例

言語・議論 ＩＣＴ機器 書籍活用



①この手法を試みるとこのよう
な効果が期待できる。（仮説）

②授業後の協議（効果検証）

③最終的にこの手法は、どの４
能力育成につながるか協議。

④指導案リメイク版完成

キャリア教育の基礎的・汎用的能力
を育成するための意図的な取り組
みを示し、最も効果的な手法を研究
する。主体的・会話的で深い学びに
結び付ける

平成２９年度より 指導案にキャリア教育
の視点を表記する形にを変更



Ｈ３０年度までのアンケート分析

人間関係形

成・社会形

成能力

項目1 友達の意見を聞くとき、その人の考えや気もちを受け止めようとし
ていますか。

項目2 相手に分かりやすく伝わるよう工夫しながら、自分の考えや気もち
を伝えようとしていますか。

項目3 自分から役割や仕事を見つけたり、分担しながら、友達と力をあわ
せて行動しようとしていますか。

自己理解

自己管理能

力

項目4 自分の興味や関心、長所や短所などについて、把握しようとしてい
ますか。

項目5 気もちが沈んでいる時やあまりやる気が起きない物事に対する時で
も、自分がやるべき物事は取り組もうとしていますか。

項目6 不得意なことや苦手なことでも、自ら進んで取り組もうとしていま
すか。

課題対応能力

項目7 分からないことやもっと知りたいことがあるとき、自ら進んで資料
や情報を収集したり、誰かに質問したりしていますか。

項目8 何か問題が起きたとき、次に同じような問題が起こらないようにす
るために、何をすればよいか考えていますか。

項目9 何かする時、見通しをもって計画的に進めたり、そのやり方などに
ついて改善を図ったりしていますか。

キャリアプラ

ン

ニング能力

項目10 学ぶことや働くことの意義について考えたり、今、学んでいること
と将来とのつながりを考えたりしていますか。

項目11 自分の将来について具体的な目標をたて、その実現のための方法に
ついて考えていますか。

項目12 自分の将来の目標に向かって努力したり、生活や勉強の仕方を工夫
したりしていますか。

アクティブ・

ラーニング

項目13 友達と対話する授業に参加し、学習に取り組むことは自分の理解に
役立ちますか。

項目14 様々な場面で、学んだ自分の考えや意見を友達に伝えることが好き
ですか。
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平成28年5月 平成28年12月 平成29年6月 平成29年12月 平成30年7月 平成30年12月 令和元年6月 令和元年11月

Ｈ２８～Ｒ１アクティブ・ラーニングに関する

アンケート経年比較（２、３年生）

項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6 項目7

項目8 項目9 項目10 項目11 項目12 項目13 項目14

継続することで授業改善により大きな変化を見せ始めてきた



教育委員会指導室長

担当指導主事

学校図書館長支援員（元管理職）
学校図書館スーパーバイザー（元司書教諭）
教育センター司書（元学校司書）

学校図書館支援室

瑞光地区

学
校
司
書

学
校
図
書
館
担
当
者

日暮里地区

学
校
司
書

学
校
図
書
館
担
当
者

峡田地区

学
校
司
書

学
校
図
書
館
担
当
者

尾久地区

学
校
司
書

学
校
図
書
館
担
当
者

学校支援・研修実施

平成２１年度
学校図書館
支援室開設

小学校２４校
中学校１０校

合計３４名の
学校司書配置

令和2年度より
３名体制になり
ました。



学校図書館を活用した年間指導計画　　中学校２年 ○○中学校　

セミロングホー
ムルーム

I
グループディス
カッション

AB
C

人間は他の星に住

むことができるのか
DE 短歌の世界 BC 私の読書体験 I 平家物語

BC
E

自立とは「依存先

を増やすこと」

DF
H

小さな手袋 I
動物園でできる
こと

BC
D

走れメロス
BC
D

情報誌
BC

DEF

ヨーロッパ人との

出会い

Ａ
Ｂ

織豊政権と家康
Ａ
Ｂ

桃山文化 Ｉ
身近な地域の調

査

ＢC

D
日本の交通網 D 様々な地域区分

ＢC

D
江戸のエコ社会 Ｉ

産業革命とヨー

ロッパ

Ａ
Ｂ

明治維新の三大

改革
Ｉ

観光ルートマップ

をつくろう

ＢC

D

大日本帝国憲法と日本

国憲法を比較しよう

ＢC

D

データの活用 CD 1次関数 D 探究活動 BE 探究活動 BE

植物の体とつくり

とはたらき

A

D

動物の体のとくり

とはたらき

D

H

化学変化と原子・

分子

D

I
様々な化学変化

D

I
様々な化学変化

D

I
天気の変化（１）

B

H
天気の変化（２）

A

I
電流の性質

I

H
電流の正体

B

I

放射線の発見と

その利用

B

D

電磁誘導の仕組

み

A

I

オーケストラ鑑賞教

室
B 交響曲第五番 B

日本の歌

「荒城の月」
C 和楽器　三味線 B 歌舞伎「勧進帳」

B

C

世界に誇る浮世絵 Ｅ 選挙ポスター ＡＤ 伝統を受け継ぐ ＢＤ

障害の防止 D

エネルギー変換

ガイダンス
Ａ 情報 Ｅ 生物育成 ＢＣ

情報セキュリティ・

モラル・知的財産
Ａ

生物育成

栽培実習
ＢＣ

情報

計測・制御
Ａ

情報

計測・制御
ＢＣ

Ｆ

情報

計測・制御
ＦＧ

中学生に必要な

栄養
ＢＣ

日本の食文化と

和食の調理
ＢＣ

持続可能な食生活を目

指して
ＣＤ 生活の課題と実践 AB

イギリス文学 I 自分の将来像 CF 自然科学 BC
オーストラリア地域

の文化

CD

F
A Pot of Poison I 異文化体験

CD

E
お茶の文化と歴史 I

日本の伝統文化

落語
I The Little Prince I

白ご飯を目指して B 冬の使者「マガン」
B

D
今度は私の番だ B 「祭りの夜」 I

書道パフォーマン

スの挑戦
B 宇宙人

B

D
六千人の命のビザ

B

D

「心でいただく伝統

の味」
B

左手でつかんだ音

楽
I

「夜は人間以外の

ものの時間」

B
D

「書かれなかった遺

書」
B

新聞記事等で日航機墜落

事故について学ぶ

読書活動 Ｉ 並行読書等、発展的な読書により、興味を拡げ・深め、学習内容についての知見と思索を深める。

学校図書館を

活用することで

身に付けさせた

い情報活用能力

探究活動

課題の設定 A 学習課題を解決するための適切な資料や収集方法について考え、具体的な学習課題を立てる。

情報の収集
B 目的や意図に応じて多様な情報源を活用し、必要な各種資料を選ぶ。
C 複数の情報の中から、適切な方法を使って課題解決に必要なものを選ぶ。

整理・分析

まとめ・表現

Ｅ 表現手段の特徴を理解し、相手や目的、意図に応じて効果を考えながら工夫して表現する。
Ｆ 情報発信手段としての機器の特徴を理解し、根拠を明確にして効果的に伝達する。
Ｇ 課題が明確なもので、課題解決に向けての内容、方法、表現が効果的であったか振り返る。
Ｈ 表現、伝達されたものの中から、課題解決のために集めた情報の有効性、必要性、信頼性を判断し合う。

D 様々な情報を比較、分類、単純化したり、情報追加したり、再構築したりする。
　また、情報を整理して、目的や意図に応じて分かりやすく要点を押さえて自分の意見の関係性を考えてまとめる。

職業体験に向けての事

前学習

杉原千畝、ユダヤ人迫

害について調べる。

和食文化について調べ

る

伝記等から、様々な人の

生き方を学ぶ

自然環境の変化につい

て調べる

道徳
健康な体作りや良い生活習慣

についての知識を得る

生物に関わる環境問題

についての調べ学習

オリンピック・パラリン

ピックについて調べる

郷土資料にあたり伝統や

文化を知る

伝統文化についての学

習

狂言の「附子」を原作に

した物語を読む

日本の中学生に人気のあるもの

について調べ、レポートにまとめる

食文化に関する並行読

書

世界に発信された日本

文化について並行読書

星の王子さまの物語を読

む

英語
ピーターラビットの物語

を読む

将来の夢やしたいことについ

て情報を収集し、発表する

ワルカ・ウオータープロジェクト

について調べる

自分の行ってみたい国につい

て調べエッセイを書く

保健体育
障害の種類、原因、予防、手当な

どをレポートにまとめる

日本の伝統工芸品を調

べレポートにする

美術 浮世絵の学習をした後、気に

入る一枚を見つけて模写をす

る

選挙制度や課題について調べ

ポスターを制作する

作曲者、時代背景等につ

いて調べる

三味線の有名な演奏家や楽

曲について調べる

演目や楽器について調

べる

音楽
オーケストラの編成や楽器の

特徴について調べる
作曲者について調べる

天気予報の仕組みに

ついて調べる

地球温暖化と天候の

変化について調べる

単位（A、V、Ω）として名を遺

した科学者について調べる

静電気に関わる実験

について

X線の仕組みと利用に

ついて

電磁誘導が活用されている最

新技術について調べる

理科
植物図鑑を用いて維管

束で植物を分類する

野菜や果物の消化酵

素について調べる

原子・分子を研究した科

学者について調べる

製鉄方法の歴史を探

る

ダイヤモンドの生成に

ついて調べる

数学に関わるテーマを決

め、調べ学習を行う

伝記を使って、数学史に

ついて学ぶ

数学 統計グラフコンクールに向け

て、データを調べグラフをつく

る

ダイヤグラムを知る

明治維新の三大改革

についての並行読書

日本の諸地域のうち、一

つを選びグループで観光

マップをつくる

違いを調べ、まとめて

発表する

社会
南蛮貿易により、日本にもたら

されたモノを調べ、発表する

信長、秀吉、家康の三者の統

治の仕方や特徴などをまとめ

新聞にする

桃山文化に関する並行

読書

荒川区を様々な視点か

ら調査し、発表を行う

日本の交通網と海外の

交通網との比較をする

国語
ビブリオバトルをしよ
う

「調べる学習コンクー

ル」のテーマを決めよう

調べた内容を分かり
やすくまとめよう

他の作品を味わおう
読書感想文の書き方
を学ぼう

自分なりの考えで、日本

の地域区分を作成する

江戸時代の人々の生活

に関する並行読書

産業革命が人々の生活、考え

にどのような変化をもたらした

かを調べ、発表する

物語に登場する人物
を調べてまとめよう

二つ以上の資料を用
いて

ビブリオバトルをしよ
う

重

点

目

標

育てたい子ども像 ◆主体的に考えて判断し、課題解決に向けて多様な資料から必要な情報を活用することを通して、主体的・協働的に学び続ける生徒

１月 ２月 ３月

教

科

・

領

域

特別活動

４月 ５月 ６月 ７月 ８・９月

動物の生態を調べて動

物園の展示を考えよう

文豪を調べをして新
聞にまとめよう

修学旅行に向けてお寺

で有名な仏像を調べよう

１０月 １１月 １２月

総合的な

学習の時間

身の回りの計測・制御や

プログラミングについて

調べる

プログラミングの基本的

な手法について調べる

プログラミングについて

相互評価し、振り返る

技術 身の回りにあるエネルギー変

換に関する技術について、図

書等で調べ課題を見つける

オリジナルゲーム作り
生物育成について調べ

る

情報セキュリティ・モラ

ル・知的財産について調

べる

生物育成について 適切

な育成環境を図鑑や本

を使って調べる

地域の食材や郷土料理

について調べ、まとめる

日本の食料自給率や食品の廃棄

率などの現状を知り、どのように

食料自給率を挙げていくかなど課

題を設定し様々な情報を集め、よ

りよい方法を見つける

問題解決のための資料

を集め、生活をより豊か

にするための計画を立て

る

家庭 バランスの良い食事を考

え、1日分の献立を立て

る際の参考にする

※各教科の上段：単元

下段：活動内容

他教科の学校図書館資料活用を

ヒントに各教科での取組の参考

にすることも可能です。

実施ごとに各教科で行を増やしなが
ら実践記録を積み上げていき、次の
年度の活用計画改善につなげます。

教科間で関連する指導内容を知
ることは教科横断的な指導に役
立ちます。（例、理科と数学）



議論型授業

・言葉で表現する力、解決策を見いだす力
・様々な知識を広げる書籍活用
・まわりの意見を聞きながら自分の考えを広
げる活動

ICT活用授業
・情報収集力、活用力を育成する
・ICT機器は授業理解を促進する極めて有

効なツール

・学校図書館資料（書籍・新聞・雑誌・ＩＣＴ
情報・資料・リーフレット等）を活用した情
報活用能力の育成

・活字を的確に読み込む力・周辺の情報も
学びながら俯瞰力を育成する。

学校図書館活用授業



ご清聴ありがとうございました

学校図書館とＩＣＴ機器活用による授業改善に向けて
活字の学びを考える懇談会


